















































































































































































































































































































































































































































































































































（2019 年 2 月 9日、生活美学研究所第４回定例研究会における講演に基づく） 





立命館大学総合心理学部教授 森 岡 正 芳 
 
即興とリズム 
 
 片岡さんがワークを通して示されたことは、心理社会支援に共通する勘所でもあっ
た。まずワークの始まりに注目。参加者の期待と好奇心と不安のなかから起きてくる
ことをつかまえる。既存のプログラムを持ち込むのではなく、その場にある素材を使っ
て、その場で作る。こちらが何か用意することでかえって、今ある素材を受け取りそこ
なうという。素材は散らばっているほうがよい。その方が表現の可能性も大きいのだ。 
 片岡さんのワークは、表現が生まれるその瞬に焦点が当たっている。洗練される前
の「原石」を生活の場の中で取り出す。既成の音楽よりずっと面白い音が施設や保育の
場にあるという。それを受け取って返す。リズムはすでにそこにある。その場が音楽に
なっていく。自分を開けておき、カオスの中に方向性が少しずつ感じられるまで待つ。
これが即興への秘訣である。他の人の音を大切に聴く。すると次に生じる音によって、
時空の密度が変わってくる。得難い体験だった。 
 
－ 57 －
